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周
知
の
よ
う
に
、
日
本
は
明
治
維
新
以
来
、
「
西
力
東
漸
」
の
国
際
情
勢
に
強
い
対
外
危
機
意
識
を
抱
き
つ
つ
、
朝
野
を
あ
げ
て
、
国
家
的
独立を維持・強化し、国際社会において欧米列強と肩を並べる富強な国を建設することを最大の国家目標として、政治・
経
済
・
社
会
・
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
急
速
な
近
代
化
を
進
め
て
き
た
。
対
外
政
策
の
面
で
は
、
条
約
改
正
に
よ
っ
て
欧
米
列
強
と
対
等
な
立
場
を
確
立
す
る
と
同
時
に
、
東
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
「
利
益
線
」
を
確
保
す
る
政
策
を
展
開
し
た
。
そ
れ
は
、
欧
米
協
調
、
と
く
に
英
米
協
調
政
策
を
基
本
と
す
る
現
実
主
義
的
な
外
交
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
陸
奥
宗
光
が
日
清
戦
争
を
「
西
欧
的
新
文
明
と
東
（１）
洋的旧文明の衝突」と一息義づけたように、外交推進者たちは「脱亜」の立場を強調するのが常であった。
し
か
し
同
時
に
、
日
本
人
の
多
く
が
ア
ジ
ア
へ
の
心
情
的
な
帰
属
意
識
を
持
ち
続
け
、
「
欧
米
に
蚕
食
さ
れ
る
ア
ジ
ア
」
へ
の
同
情
と
共
感
を抱いていたことも否定できない。この「脱亜」の外交政策と「興亜」の心情（アジア主義）とは微妙にからみ合い、状
況に応じて、近代日本における外交思想・外交論議に複雑な影響を及ぼした。そして、「興亜」の心情にもとづく「アジ
アの盟主意識」が、しばしば日本の対外膨張を支える国民感情としての役割を果したこともよく知られている。
日
本
の
急
速
な
強
国
化
、
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
で
の
勢
力
拡
張
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
に
利
害
関
係
を
持
つ
欧
米
列
強
か
は
じ
め
に
ｌ
歴
史
的
背
景
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
の
立
場
（
鳥
海
）
Ｏ
ノ、リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
の
立
場
１
１
人
種
差
別
撤
廃
問
題
を
中
心
に
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ら、危険な競争相手の出現として強い警戒心をもって迎えられた。なかでも、日露戦争における「白人大国ロシア」に対
する日本の勝利は、大きな衝撃を国際社会に及ぼし、そのリアクションもまた大きかった。日本がそれまで協調関係を深
め
て
き
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
は
、
満
州
の
鉄
道
問
題
を
め
ぐ
っ
て
利
害
の
対
立
を
生
じ
た
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心に、黄禍論意識にも支えられた日本人移民排斥運動が高まり、学童隔離問題や外国人土地法（いわゆる排日土地法）の
成立など、日米両国間に国民感情レベルでの不協和音が高まるようになるのは、日露戦争後のことであった。
一方、日露戦争における日本の勝利は、孫文の中国同盟会が、日露講和会議の開かれている時期に東京で結成されたこ
とに現われているように、アジアの民族運動の高揚に少なからぬ影響を及ぼした。しかし、韓国・中国など、日本の勢力
拡張の対象となった東アジアにおいては、日本は欧米列強と同様な、あるいはいっそう侵略的な新興帝国主義国家の登場
と
し
て
、
ま
も
な
く
そ
の
民
族
運
動
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第一次世界大戦に連合国側に加わってドイツに対し参戦した日本は、戦後の一九一九（大正八）年、パリで開かれた対
独講和会議に、アメリカ・イギリス・フランス・イタリアとともに五大国（団碕固くの）の一員として参加した。日本は
（２）
「｛工全に世界の一国となった」のである。それは、明治維新以来ほぼ半世紀にして、日本が念願の国家目標をひとまず達
成
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
しかし、現実はどうであったか。後述するように、欧米列強にとって、日本はいまだ必ずしも対等で信頼できるパート
ナーとはみなされなかったし、講和会議における日本の発言力も十分とはいえなかった。山東半島の旧ドイツ権益の継承
（山東問題）、赤道以北の旧ドイツ領南洋諸島の領有（南洋諸島問題）と並ぶ三大要求の一つとして日本が提出した人種
差別撤廃案は、結局、アメリカ・イギリスなど大国の反対によって不採択に終ったのである。この事実は、パリ講和会議
に
お
け
る
日
本
の
立
場
、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
立
場
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
（３）
人種差別撤廃案の提出から否決に至る過程を分析した業績としては、池井優氏のすぐれた聿細文がある。また、パリにお
（４）
ける日本全権と列国代表との一父渉の具体的経緯は、外務省編「人種差別交渉経過概要」などに詳しく述べられている。
本稿においては、このような業績をふまえながら、前述のごとき歴史的背景を念頭におき、人種差別撤廃提案がいかな
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一
九
一
八
年
二
月
、
ド
イ
ツ
の
敗
北
に
よ
っ
て
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
り
を
告
げ
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
十
四
カ
条
の
提
案
二
九
一
八
年
一
月
）
に
も
と
づ
く
講
和
問
題
が
具
体
化
し
、
国
際
平
和
協
力
機
構
と
し
て
の
国
際
連
盟
設
立
の
構
想
が
欧
米
諸
国
で
取
り
あ
げられるようになると、これにどう対応するかが、日本にとって重要な問題となった。当初、日本政府は国際連盟の設立
に
か
な
り
疑
心
暗
鬼
で
あ
り
、
警
戒
的
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
一
月
一
三
日
、
原
内
閣
の
内
田
康
哉
外
相
が
臨
時
外
交
調
査
委
員
会
（
以
下
、
外
交
調
査
会
と
略
称
）
に
提
出
し
た
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
十
四
ケ
条
に
対
す
る
意
見
案
」
で
は
、
国
際
連
盟
へ
の
加
盟
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「国際聯盟問題ハ最モ重要ナル問題ノ’一一シテ、其ノ終局ノ目的ハ帝国政府ノ賛成スル所ナリト錐モ、国際問二於
ケ
ル
人
種
的
偏
見
ノ
猶
未
夕
全
然
除
却
セ
ラ
レ
サ
ル
現
状
二
顧
ミ
、
右
聯
盟
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ム
ト
ス
ル
方
法
ノ
如
何
二
依
リ
テ
ハ
事
実
上
帝
国
ノ
為
メ
重
大
ナ
ル
不
利
ヲ
醸
ス
ノ
虞
ナ
キ
能
ハ
ス
。
又
聯
盟
加
入
国
卜
未
加
入
国
ト
ノ
問
ノ
関
係
二
付
テ
ハ
果
シ
テ
如
何
ナ
ル
待
遇
ヲ
為
ス
ヘ
キ
カ
、
頗
ル
難
問
タ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
。故二本件具体的成案ノ議定ハ成ルヘク之ヲ延期セシムルーー努メ、単
一一希望案ノ如キモノーー取纏メ、制度ノ実行方法ハ各国ノ宿題トシ、更二実行シ得ヘキ成案ノ討議ヲ将来ノ相当ノ時
期マテ各国ノ熟考二附スルヲ可トス。尤モ国際聯盟ノ組織セラルル場合一一於テハ、帝国ハ結局聯盟外二孤立スルコ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
、
本
問
題
二
関
シ
何
等
具
体
的
提
案
ノ
成
立
ス
ヘ
キ
形
勢
ヲ
見
ル
ー
ー
至
ラ
ハ
、
前
顕
人
種
的
偏
見
ヨ
リ
生
ス
（５）
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
帝
国
ノ
不
利
ヲ
除
去
セ
ン
力
為
メ
、
事
情
ノ
許
ス
限
り
適
当
ナ
ル
保
障
ノ
方
法
ヲ
溝
ス
ル
ニ
努
ム
ヘ
、
ン
。
」
こ
こ
で
は
、
「
人
種
的
偏
見
ヨ
リ
生
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
キ
帝
国
ノ
不
利
」
を
懸
念
し
て
、
日
本
政
府
が
国
際
連
盟
設
立
に
か
な
り
及
び
腰
だ
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
反
面
、
そ
の
消
極
的
対
応
に
よ
り
日
本
が
欧
米
中
心
の
国
際
社
会
か
ら
孤
立
化
す
る
こ
と
を
強
く
警
戒
し
ろ
国
民
感
情
に
支
え
ら
れ
、
そ
の
否
決
が
日
本
国
内
で
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
か
、
ま
た
そ
れ
が
、
そ
の
後
の
対
外
政
策
や
対
外
認
識
・
対
外
思
想
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
よ
り
長
期
的
視
野
に
立
ち
つ
つ
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
に
と
っ
て
の
人
種
差
別
撤
廃
提
案
と
、
そ
の
否
決
の
意
味
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
の
立
場
（
鳥
海
）
国際連盟の設立への一一つの対応
一一一
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彼
は
講
和
会
議
へ
の
出
発
を
一
一
日
後
に
控
え
た
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
二
月
八
日
の
外
交
調
査
会
に
提
出
し
た
意
見
書
に
お
い
て
、
大
戦
中
の
日
本
の
対
中
国
外
交
が
列
国
の
不
信
を
招
い
た
点
を
厳
し
く
指
摘
し
、
「
帝
国
ノ
国
際
的
信
義
ノ
恢
復
増
進
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
絶
対
二
必
要
ナ
リ
」
と
説
き
、
中
国
に
対
す
る
「
強
圧
的
利
己
的
又
ハ
陰
謀
的
政
策
乃
至
手
段
ノ
類
ハ
細
心
ノ
用
意
ヲ
以
テ
厳
二
之
ヲ
慎
ミ
」
、
中
国
か
ら
の
日
本
軍
の
撤
退
も
率
先
し
て
実
現
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
さ
ら
に
、
国
際
連
盟
問
題
に
つ
い
て
は
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
人
道
思
想
の
発
達
と
反
戦
論
の
高
ま
り
を
説
い
て
、
国
際
連
盟
設
立
の
努
力
が
欧
米
国
民
の
世
論
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
日
本
が
形
勢
を
傍
観迩巡し連盟成立の情勢になってあわててこれに順応する様では大きな不利を招くとして、「寧ロ此際大勢ヲ予見シテ、
少クトモ主義上ハ進テ国際聯盟ノ成立二賛同スルコトーー政府ノ議ヲ決スルコト」を主張する。そして、国際連盟問題に対
し
て
日
本
が
こ
の
よ
う
に
積
極
的
賛
同
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
「
人
種
宗
教
国
力
等
ノ
別
一
一
ヨ
ラ
サ
ル
完
全
平
等
ノ
待
遇
ヲ
要
求
ス
ル
（７）
問題ノ如キモ、自一フ其ノ前途ヲ平坦ナラシムルニ与テカアルヘキコト」を力説するのである。
牧
野
の
意
見
書
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
人
種
差
別
撤
廃
を
国
際
連
盟
加
盟
の
前
提
条
件
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
逆
に
、
国
際
連
盟
問
題
を
含
め
て
、
国
際
協
調
・
国
際
平
和
に
積
極
的
協
力
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
人
種
問
題
解
決
の
た
め
の
先
決
条
件
だ
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
意
見
書
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
外
務
省
政
務
局
一
課
長
（
ア
ジ
ア
課
長
）
小
村
欣
一
（
小
村
壽
太
郎
の
長
男
）
が
、
同
年
二
第一は、
見である。
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
人
種
差
別
撤
廃
案
は
、
そ
う
し
た
不
利
を
除
去
す
る
保
障
の
方
法
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
人
種
差
別
撤
廃
案
は
、
日
本
に
と
っ
て
実
利
問
題
と
し
て
は
、
日
露
戦
争
後
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
日
本
人
移
民
排
斥
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
対
策
で
も
あ
っ
た
が
、
実
利
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
国
の
体
面
と
し
て
の
意
味
が
よ
り
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
ア
ジ
ア
の
有
色
人
種
の
国
で
あ
り
な
が
ら
、
白
人
大
国
を
中
心
と
す
る
国
際
機
構
に
名
を
つ
ら
ね
る
こ
と
に
対
す
る
日
本
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
表
明
し
た
も
の
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前述の外相提出の意見案をめぐる外交調査会での討議について注目すべきことは、国際連盟設立に対して明らかに二つ
の
異
な
っ
た
対
応
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
（６）
第一は、国際（欧米）協調主義的な対応であり、その代表的なものは、講和会議の全権に選ばれた牧野伸顕一兀外相の一息
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（８）
月
一
一
一
○
日
に
作
成
し
、
牧
野
に
提
出
し
た
「
講
和
会
議
，
ノ
大
勢
力
日
本
ノ
将
来
二
及
ホ
ス
影
響
及
之
二
処
ス
ル
方
策
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
外
務
省
の
中
堅
官
僚
の
問
で
こ
の
よ
う
な
主
張
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
牧
野
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
こ
う
し
た
国
際
協
調
主
義
的
外
交
方
針
は
、
後
に
一
九
二
○
年
代
に
お
け
る
対
米
協
調
・
対
中
国
内
政
干
渉
・
経
済
外
交
を
基
本
と
し
た
幣
原
外
交
（
・
ハ
リ
講
和
会
議
当
時
、
幣
原
は
外
務
次
官
で
あ
っ
た
）
に
つ
な
が
っ
て
行
く
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
当
時
、
民
間
に
あ
っ
て
、
い
っ
そ
う
理
想
主
義
的
立
場
か
ら
、
協
調
主
義
的
外
交
論
を
展
開
し
て
い
た
論
客
と
し
て
吉
野
作
造
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
吉
野
に
よ
れ
ば
、
内
に
あ
っ
て
は
民
本
主
義
、
外
に
あ
っ
て
国
際
平
等
主
義
が
「
世
界
の
大
勢
を
な
す
と
こ
ろ
の
大
主
潮
」
（９）
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
世
界
の
大
勢
に
積
極
的
に
順
応
す
る
こ
‐
こ
だ
と
い
う
。
吉
野
は
日
本
の
人
種
差
別
撤
廃
の
提
案
と
そ
の
促
進
を
は
か
る
民
間
の
運
動
を
支
持
し
て
い
る
が
、
同
時
に
そ
れ
が
利
己
的
動
機
に
流
れ
が
ち
な
点
を
戒
め
、
日
本
国
内
に
お
け
る
朝
鮮
人
・
中
国
人
に
対
す
る
差
別
的
待
遇
に
つ
い
て
国
民
に
反
省
を
促
す
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
人
移
民
排
斥
問
題
に
つ
い
て
は
、
彼
は
、
こ
れ
を
人
種
的
偏
見
に
も
と
づ
く
差
別
と
す
る
見
解
を
批
判
し
、
生
活
・
習
慣
の
違
い
か
ら
日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
な
か
な
か
同
化
で
き
な
い
点
に
主
た
る
原
因
が
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
白
人
に
よ
る
人
種
的
圧
（川）
迫
に
対
抗
Ｉ
し
て
黄
色
人
種
に
団
結
を
呼
び
か
け
る
「
大
亜
細
亜
主
義
」
は
、
｜
種
の
排
外
思
想
で
あ
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
対
応
は
、
以
上
の
よ
う
に
国
際
協
調
を
優
先
し
て
国
際
連
盟
に
積
極
的
賛
同
の
姿
勢
を
取
る
べ
し
と
す
る
主
張
と
は
対
照
的
に
、
国
際
連
盟
が
既
成
の
欧
米
大
国
の
国
際
的
優
位
維
持
の
機
関
に
な
り
兼
ね
な
い
と
す
る
疑
念
か
ら
、
連
盟
へ
の
参
加
に
も
強
い
警
戒
的
姿
勢
を
示
す
と
い
う
対
応
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
枢
密
顧
問
官
伊
東
巳
代
治
は
、
外
交
調
査
会
に
お
け
る
政
府
案
の
審
議
に
際
し
て
、
国
際
連
盟
は
机
上
の
理
想
論
に
過
ぎ
ず
、
道
義
観
念
と
し
て
は
理
解
で
き
る
が
、
現
実
に
は
「
現
在
ノ
欧
米
ノ
第
一
等
国
力
其
ノ
現
状
維
持
ヲ
目
的
ト
シ
テ
、
二
（Ⅲ）
等国以下ノ将来ノ台頭発展ヲ抑制スルノ政略ナルニ外ナーフス」と警戒心をあらわにした。また牧野の意見書に対しても、
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
種
ノ
現
状
維
持
ヲ
目
的
ト
ス
ル
｜
種
ノ
政
治
的
同
盟
ノ
成
立
シ
テ
、
其
ノ
以
外
ノ
列
国
ハ
将
来
ノ
発
展
ヲ
製
肘
セ
ラ
ル
ル
ノ
結
果
ヲ
見
ル
ー
至
ル
ャ
モ
亦
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
す
る
観
点
か
ら
、
日
本
が
進
ん
で
国
際
連
盟
に
賛
成
す
る
こ
と
に
強
い
疑
念
を
呈
し
（皿）
ている。
伊
東
は
青
年
時
代
、
伊
藤
博
文
一
行
に
加
わ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
憲
法
調
査
に
当
た
っ
た
体
験
が
あ
る
。
彼
は
後
に
大
正
年
間
に
入
っ
て
、
パリ講和会議における日本の立場（鳥海）
五
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有色人種には立憲政治の運営はできないとするョ１ロッパの学者たちの憲法調査当時の人種差別的反応について回想して
（旧）
いる。また彼は日露戦争開戦を前にして、日本が有色人種の国なるが故に国際社会でいっそ》っ慎重に行動する必要がある
（Ｍ）
事をベルッに語ったという。伊東の外交調査会での前述の発一一一一口は、彼が自からのこうした歴史的経験をふまえて、国際政
治における欧米諸国の日本に対する黄禍論的反応に極めて警戒的であったことをうかがわせる。そして、国際連盟が反黄
色
人
種
的
政
治
同
盟
に
な
る
こ
と
に
大
き
な
懸
念
を
表
明
し
た
伊
東
は
、
国
際
連
盟
発
足
に
当
っ
て
、
人
種
平
等
（
差
別
禁
止
）
規
定
を
連
盟
規
約
に
盛
り
込
ま
せ
る
こ
と
に
強
く
固
執
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
伊
東
の
主
張
は
、
近
衛
文
麿
の
「
英
米
本
位
の
平
和
主
義
を
排
す
」
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
近
衛
は
首
席
全
権
西
園
寺
公
望
の
私
的
随
員
と
し
て
パ
リ
講
和
会
議
に
出
席
し
た
が
、
日
本
出
発
に
先
立
っ
て
右
の
評
論
を
雑
誌
に
寄
稿
し
た
。
そ
の
中
で近衛は、英米の唱える平和は、自己に都合のよい現状維持に正義・人道の名を冠したもので、本来、現状打破に立つべ
き
日
本
が
英
米
本
位
の
平
和
主
義
に
か
ぶ
れ
、
国
際
連
盟
を
天
来
の
福
音
と
見
る
の
は
卑
屈
干
萬
で
あ
っ
て
、
日
本
は
講
和
会
議
に
お
い
て
連
（旧）
盟加入に当り、「経済的帝国主義の排斥」と「黄白人の無差別的待遇」こそを主張すべきであると唱一えている。（川）
こ
の
評
論
は
上
海
の
英
字
紙
に
紹
介
さ
れ
、
国
際
的
に
も
反
響
を
呼
ん
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
上
海
滞
在
中
の
孫
文
が
こ
れ
を
呼
ん
で
深
い
印
象
を
受
け
、
パ
リ
へ
の
途
次
、
船
が
上
海
に
寄
港
し
た
折
、
近
衛
を
招
い
て
大
い
に
歓
談
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
欧
米
協
調
の
姿
勢
を
重
視
し
た
西
園
寺
公
望
は
、
近
衛
が
講
和
会
議
出
席
を
前
に
、
わ
ざ
わ
ざ
英
米
両
国
を
刺
激
す
る
よ
う
な
評
論
を
（、）
発表したことを厳しく叱責したという。
いずれにせよ、このような国内の二つの対応の姿勢の中で、日本は国際連盟規約の中に、人種差別禁止の趣旨を盛り込
む
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
パ
リ
講
和
会
議
で
日
本
が
人
種
差
別
撤
廃
を
提
案
す
る
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
ろ
と
、
日
本
国
内
で
は
、
広
く
こ
れ
を
支
援
す
る
動
き
が
高
ま
っ
た
。
す
で
に
、
全
権
団
の
日
本
出
発
を
前
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
諸
団
体
有
志
が
講
和
条
件
へ
の
希
望
を
開
陳
し
、
全
権
団
を
鞭
燵
・
激
励
二
人
種
差
別
撤
廃
の
提
案
と
日
本
国
内
の
反
応
法
政
史
学
第
四
十
六
号
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し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
人
種
差
別
撤
廃
案
の
実
現
を
強
く
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
二月七日付の民間諸団体有志延べ九五名の連名による伊東巳代治宛の講和意見書は、その冒頭に、「総テノ人種ハ平等夕
（旧）
ルヘシ、人種的差別ノ法律及取扱ハ総テ廃棄ス」と》つたっていた。
こ
の
意
見
書
に
は
老
壮
会
有
志
と
し
て
大
川
周
明
・
大
井
憲
太
郎
・
満
川
亀
太
郎
ら
二
八
名
、
新
政
会
（
衆
議
院
中
間
派
の
院
内
団
体
）
有
志
と
し
て
阪
本
金
弥
・
松
永
安
左
衛
門
ら
八
名
、
国
防
義
会
（
在
郷
軍
人
グ
ル
ー
プ
）
有
志
と
し
て
佐
藤
鋼
次
郎
ら
五
名
、
大
日
本
興
国
青
年
会
有
志
と
し
て
上
泉
徳
弥
・
五
百
木
良
三
ら
一
○
名
、
丙
辰
会
有
志
と
し
て
頭
山
満
・
川
島
浪
速
ら
一
五
名
、
ほ
か
に
日
本
移
民
協
会
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
こ
こ
で
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
民
間
国
家
主
義
団
体
、
と
く
に
大
陸
浪
人
グ
ル
ー
プ
で
、
彼
等
が
と
り
わ
け
人
種
差
別撤廃の貫徹に熱心だった様子がうかがわれる。それが彼等のアジアの盟主意識と結びついたアジア主義的心情を反映し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
意
見
書
に
ド
イ
ツ
に
対
す
る
青
島
の
租
借
権
・
山
東
鉄
道
の
権
利
譲
渡
の
要
求
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
北
満
の
権
益
・
東
清
鉄
道
の
中
国
へ
の
還
付
・
譲
渡
や
シ
ベ
リ
ア
の
領
土
保
全
・
門
戸
開
放
な
ど
の
要
求
が
、
講
和
条
件
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
を
考
え
れ
ば
、
容
易
に
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
民間有志の中で、人種差別撤廃運動の推進的役割を演じた予備役陸軍中将佐藤鋼次郎は、「此度の講和問題の席上にて
も
、
日
本
は
須
く
亜
細
亜
の
盟
主
た
る
責
任
を
忘
れ
ず
、
侃
々
誇
々
、
正
義
を
持
し
て
敢
て
他
に
下
ら
ず
、
人
種
的
差
別
の
不
条
理
に
関
し
て
亀
く
は
、
飽
く
ま
で
そ
の
撤
廃
を
主
張
す
べ
き
で
あ
る
」
と
力
説
し
、
も
し
そ
れ
が
実
現
さ
れ
な
い
の
な
ら
、
「
国
際
聯
盟
の
如
き
一
嘘
に
付
す
る
の
外
な
い
」
と
し
て
、
「
亜
細
亜
も
亦
た
亜
細
亜
人
の
亜
細
亜
た
ら
し
む
る
可
く
、
依
っ
て
亜
細
亜
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
樹
立
を
麺
望
し
て
止
ま
ぬ
の
で
あ
る
」
と
、
日
本
が
ア
ジ
ア
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
立
場
に
立
つ
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
大
戦
後
の
経
済
戦
争
の
激
化
に
よ
る
「
武
装
的
平
和
の
時
代
」
が
継
続
す
る
こ
と
を
予
測
し
て
、
国
際
連
盟
に
よ
る
永
久
平
和
の
甘
い
夢
に
ひ
た
っ
て
い
て
は
、
日
本
の
使
（旧）
命は達成できないと、激しい調子で訴一えるのである。
む
ろ
ん
、
人
種
差
別
撤
廃
要
求
は
、
単
に
そ
う
し
た
ア
ジ
ア
の
盟
主
的
立
場
か
ら
ば
か
り
唱
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
よ
り
あ
か
し
も、日本が欧米列強と国際社会で一肩を並べる強国になった｝」との証を求める、より広い国民感情・国民的期待感に支えら
れていた。
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
の
立
場
（
鳥
海
）
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（別）
日本国民は講和会議に於て従来国際間に行はれたる人種差別待遇を撤廃せ‐しむることを期す。」
多
く
の
有
力
新
聞
も
人
種
差
別
撤
廃
案
の
実
現
を
期
す
る
た
め
、
活
発
な
論
陣
を
張
っ
た
。
たとえば、『東京朝日新聞』（以下、『東京朝日』と略す）は、全権団出発の日の社説に、人種平等を国際連盟加入の前
（配）
提
１
と
す
る
た
め
に
は
、
日
本
も
ま
た
世
界
の
大
勢
に
積
極
的
に
順
応
し
て
、
徹
底
し
た
平
和
主
義
の
姿
勢
を
取
る
べ
き
こ
と
を
唱
え
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
前
節
で
述
べ
た
欧
米
協
調
主
義
的
立
場
か
ら
の
主
張
と
い
え
よ
う
。
『
東
京
朝
日
』
の
編
輯
局
長
安
藤
正
純
は
、
二
月
五
日
の
人
種
差
別
撤
廃
期
成
同
盟
会
で
演
説
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
敗
北
を
軍
国
主
義
の
敗
北
・
民
本
主
義
の
勝
利
と
み
な
し
、
人
種
差
別
を
正
義
・
人
道
に
も
と
づ
く
民
本
主
義
の
根
本
精
神
に
背
く
も
の
と
し
て
、
そ
の
撤
廃
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
張
は
吉
野
作
造
の
そ
れ
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
が
、
人
種
差
別
撤
廃
を
連
盟
成
立
の
先
決
条
件
と
し
て
い
る
点
は
吉
野
の
考
え
と
異
な
っ
て
い
た
。
『
東
京
朝
日
』
の
論
調
は
、
。
ハ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
人
種
差
別
撤
廃
案
の
採
択
に
か
な
り
楽
天
的
見
通
し
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
一九一九（大正八）年一月一八日パリ講和会議がはじまると、日本国内におけるその支援の活動は、いっそう幅広い超
党派的なものとなった。同年二月五日、東京で開かれた人種差別撤廃期成同盟会第一回大会には、国家主義団体や大陸浪
人グループにとどまらず、与野党（立憲政友会と憲政会・立憲国民党）の衆議院議員、貴族院議員有志、新聞記者有志な
（別）
ど約三○○人が超党派的に出席した。この大会では次のような一日一言・決議がなされ、その趣旨は。ハリ講和会議の議長役の
フ
ラ
ン
ス
首
相
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
宛
に
打
電
さ
れ
た
。
法
政
史
学
第
四
十
六
号
今
や
聯
合
列
国
が
講
和
会
議
に
於
て
国
際
聯
盟
を
設
け
世
界
永
久
の
平
和
を
図
ら
ん
と
す
る
は
、
日
本
国
民
満
腔
の
賛
意
を
表
し
、
其
成
立
を
切
望
し
て
己
ま
ざ
る
所
な
り
。
然
る
に
従
来
国
際
間
に
行
は
れ
た
る
人
種
的
差
別
待
遇
は
単
に
自
由
平
等
の
大
義
に
倖
る
の
み
な
ら
ず
、
将
来
国
際
紛
証
の
禍
根
を
胎
す
も
の
に
し
て
、
之
を
し
て
依
然
存
在
せ
し
め
ん
乎
、
仮
令
百
千
の
盟
約
を
重
い
と
錐
も
要
す
る
に
砂
上
の
楼
閣
と
一
般
、
世
界
の
平
和
は
到
底
得
て
望
む
べ
き
に
あ
ら
ず
。
依
っ
て
吾
人
は
此
機
会
に
於
て
正
義
人
道
の
本
義
を
徹
底
し
世
界
の
平
和
を
確
立
す
る
が
為
め
、
世
界
の
公
義
に
塑
へ
其
目
的
を
達
成
せ
ん
こ
と
を
期
し
、
弦
に
左
の
決
議
を
為
す
。
弓
宣
一一
一一一
一
口
決
議
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（、）
強／、訴壹えた。
しかし、｝
こ
の
よ
う
な
日
本
国
内
に
お
け
る
国
民
的
な
期
待
を
背
景
に
、
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
は
、
’
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
一
月
一
三
日
午
後
の
国
際
連
盟
委
員
会
の
席
上
、
牧
野
伸
顕
が
、
国
際
連
盟
規
約
案
第
一
二
条
の
宗
教
の
自
由
に
関
す
る
規
定
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
人
種
差
別
禁
止
の
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
。
「
各
国
民
均
等
ノ
主
義
ハ
国
際
聯
盟
ノ
基
本
的
綱
領
ナ
ル
ニ
依
り
締
約
国
ハ
成
ル
ヘ
ク
速
二
聯
盟
員
タ
ル
国
家
二
於
ケ
ル
一
切
ノ
外
国
人
一
一
対
シ
如
何
ナ
ル
点
一
一
付
テ
モ
均
等
公
正
ノ
待
遇
ヲ
与
へ
人
種
或
ハ
国
籍
如
何
ニ
依
り
法
律
上
或
ハ
事
実
上
何
等
差
別
ヲ
設
ケ
サ
ル
コ
ト
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
否
決
に
は
強
い
失
望
感
を
あ
ら
わ
し
、
反
発
の
度
合
も
か
な
り
激
し
か
っ
た
。
｜方、『東京日日新聞』（以下、『東京日日』と略す）は、『東京朝日』に較べて、最初から強硬な論調を展開した。全権
団
出
発
の
日
の
社
説
で
は
、
人
種
問
題
は
一
片
の
利
権
の
問
題
で
は
な
く
、
他
の
講
和
条
件
が
受
け
容
れ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
人
種
差
別
撤
廃
が
も
し
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
日
本
は
永
久
に
白
人
の
下
風
に
立
つ
こ
と
と
な
り
、
一
等
国
の
実
力
を
有
す
る
日
本
に
と
っ
て
の
一
大
恥
辱
で
（羽）
あ
る
と
、
激
語
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
和
会
議
が
は
じ
ま
る
と
、
二
月
五
日
の
社
説
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
が
大
戦
中
の
日
本
の
援
助
を
忘
れ
、
日
本
人
を
排
斥
し
て
人
種
差
別
撤
廃
に
反
対
し
て
い
る
と
非
難
し
、
彼
等
が
自
覚
す
る
ま
で
自
重
し
て
待
つ
こ
と
を
説
く
日
本
（別）
国
内
一
部
の
声
に
強
く
反
発
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
最
初
の
提
案
が
否
決
（
一
九
一
九
年
二
月
一
一
一
一
日
）
さ
れ
た
後
も
、
人
種
差
別
禁
止
の
（閉）
規
定
の
な
い
ま
ま
に
国
際
連
盟
が
発
足
す
る
こ
と
に
は
反
対
の
能
）
度
を
取
る
の
で
あ
る
。
牧野は席上、「従来人種上竝一一宗教上ノ怨恨力屡々各国民間ノ紛糾竝戦争ノ原因トナリテ、往々痛嘆スヘキ極端ナル結
果
ヲ
モ
タ
ラ
シ
タ
ル
コ
ト
」
を
説
き
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
が
世
界
の
隅
々
ま
で
広
が
る
中
で
、
国
際
連
盟
加
盟
国
が
平
和
維
持
の
た
め
共
同
の
責
任
と
義
務
を
負
う
以
上
、
「
此
際
少
ク
ト
モ
国
民
間
二
均
等
ノ
主
義
ヲ
認
メ
、
之
レ
ヲ
以
テ
将
来
国
際
交
通
ノ
基
礎
ト
ナ
ス
コ
ト
」
を
三
人
種
差
別
撤
廃
案
の
否
決
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
の
立
場
（
鳥
海
）
（妬）
ヲ約ス」こ
の
提
案
は
ブ
ラ
ジ
ル
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
・
中
国
の
各
委
員
の
賛
成
を
得
た
だ
け
で
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
九
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こ
の
よ
う
な
人
種
差
別
撤
廃
案
の
提
出
か
ら
否
決
に
至
る
具
体
的
な
外
交
交
渉
の
経
緯
や
各
国
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
池
井
氏
の
論
文
な
ど
に
譲
っ
て
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
述
べ
る
。
こ
れ
ま
で
の
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
に
と
っ
て
人
種
差
別
撤
廃
問
題
の
最
大
の
壁
は
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
日
本
が
対
外
協
調
を
進
め
る
上
で
も
っ
と
も
重
視
し
て
い
た
両
大
国
で
あ
っ
た
。
国
内
に
複
雑
な
人
種
問
題
を
は
ら
み
、
日
本
と
も
移
民
問
題
で
係
争
点
を
か
か
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
が
、
日
本
の
提
案
に
容
易
に
同
調
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
早
く
か
ら
予
測
さ
れ
て
い
た
の
で
、
牧
野
ら
は
連
盟
委
員
会
へ
の
提
案
に
先
立
ち
、
’
九
一
九
（
大
正
八
）
年
二
月
四
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
側
近
で
あ
る
ハ
ウ
ス
大
佐
を
訪
問
し
、
日
本
案
を
（卯）
示して、その一息向を打診した。その時の牧野らの感触ではアメリカ側の反応はかなり好意的に思われた。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
世
論
は
日
本
の
提
案
に
拒
絶
反
応
を
示
し
、
本
来
人
種
問
題
は
国
内
問
題
で
あ
っ
て
、
外
か
ら
の
内
政
干
渉
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
機
運
が
強
く
、
も
し
日
本
の
提
案
が
採
択
さ
れ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
国
際
連
盟
に
協
力
で
き
な
い
と
い
う
意
（別）
見
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
同
年
二
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
一
時
、
帰
国
し
、
人
種
問
題
に
対
す
る
国
内
の
激
し
い
反
発
を
直
接
に
看
取
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
以
上
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
個
人
的
に
ど
れ
ほ
ど
「
人
道
的
」
思
想
の
持
ち
主
だ
っ
た
に
せ
よ
、
ン
ス
は
じ
め
多
く
の
列
国
委
員
か
ら
反
対
さ
れ
て
不
採
択
と
な
り
（
ア
メ
リ
カ
委
員
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
欠
席
）
、
宗
教
の
自
由
の
規
定
と
あ
わ
せ
て
、
第
二
一
条
は
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
牧
野
ら
は
日
本
政
府
の
訓
令
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
な
お
、
列
国
委
員
の
説
得
に
奔
走
し
、
同
年
四
月
二
日
、
最
終
の
国
際
連
盟
委
員
会
で
、
国
際
連
盟
規
約
の
前
文
中
に
、
「
各
国
民
ノ
平
等
及
其
ノ
所
属
各
人
二
対
ス
ル
公
正
待
遇
ノ
主
義
ヲ
是
認
シ
」
と
い
う
一
節
を
入
れ
る
こ
と
を
提
議
し
た
。
こ
れ
は
出
席
し
て
い
た
一
六
名
の
委
員
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
委
員
を
含
む
一
名
の
賛
成
を
得
た
が
、
い
ぜ
ん
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
の
委
員
は
反
対
に
ま
わ
り
、
重
要
事
項
の
決
定
は
全
会
一
致
、
少
な
く
と
も
反
対
者
が
い
な
い
こ
と
を
必
要
（湖）
と
す
る
と
い
う
原
則
に
よ
り
、
結
局
、
日
本
の
提
案
は
不
採
択
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
牧
野
は
、
や
む
な
く
、
四
月
二
八
日
の
全
体
会
議
に
お
け
る
国
際
連
盟
規
約
の
決
定
に
際
し
て
、
日
本
の
提
案
が
不
採
択
に
終
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
し
、
将
来
と
も
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
提
案
と
牧
野
の
陳
述
の
内
容
を
議
事
録
に
と
ど
め
る
よ
う
求
め
る
こ
と
で
、
矛
を
お
さ
め
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
０ 法
政
史
学
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イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、
自
治
領
、
と
り
わ
け
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
強
硬
な
反
対
が
、
日
本
案
に
賛
成
で
き
な
い
主
た
る
理
由
と
な
っ
た
。
第
一次世界大戦において、連合国側に加わったオーストラリアは一一三万九○○○名の兵士をヨーロッ。ハに送り、五万九一一一四
（犯）
二
名
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
動
員
兵
士
の
一
八
％
強
の
戦
死
者
は
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
一
六
％
を
上
廻
る
高
い
比
率
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
国
際
貢
献
の
実
績
の
上
に
、
ヒ
ュ
ー
ズ
豪
首
相
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
講
和
会
議
参
加
を
強
く
要
請
し
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米
大
統
領
や
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
仏
首
相
の
難
色
に
も
拘
ら
ず
、
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ー
ジ
英
首
相
の
あ
っ
せ
ん
を
得
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
パ
リ
講
和
会
議
に
代
表
を
送
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
全
権
と
し
て
会
議
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
列
国
の
委
員
の
な
か
で
、
終
始
も
っ
と
も
強
硬
に
人
種
差
別
撤
廃
案
に
反
対
し
た
が
、
そ
の
事
情
を
知
る
た
め
に
、
大
戦
中
の
彼
の
国
内
に
お
け
る
政
治
的
立
場
に
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
彼
は
、
’
九
一
五
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
を
基
礎
に
内
閣
を
組
織
し
た
が
、
海
外
派
兵
の
た
め
徴
兵
制
を
適
用
し
よ
う
と
し
て
与
党
の
労
働
党
の
反
対
に
あ
い
、
ヒ
ュ
ー
ズ
支
持
派
を
率
い
て
脱
党
し
、
国
民
労
働
党
を
結
成
し
て
野
党
自
由
党
の
支
持
を
得
て
政
権
を
維
持
し
た
。
つ
い
で
国
民
労
働
党
と
自
由
党
を
合
同
さ
せ
て
国
民
党
を
創
立
し
、
パ
リ
講
（犯）
和
会
議
の
当
時
は
、
国
民
党
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
政
権
を
担
当
し
て
い
た
。
外
交
儀
礼
を
無
視
し
た
数
々
の
個
性
的
行
動
は
、
パ
リ
講
和
会
議
で
も
し
ば
し
ば
話
題
と
な
っ
た
が
、
同
年
蟇
に
国
内
で
総
選
挙
を
控
え
て
い
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
国
際
舞
台
で
簡
単
に
引
き
下
が
れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ズ
に
と
っ
て
曰
か
ら
の
政
治
生
命
が
致
命
的
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
白
豪
主
義
（
乏
亘
←
の
シ
巨
里
同日］四勺・冒豈）を国是とする以上、むろん日本の提案には賛成できなかったのである。
ヒ
ュ
ー
ズ
の
強
い
反
対
に
直
面
し
た
牧
野
と
珍
田
捨
已
全
権
（
駐
英
大
使
）
は
、
再
度
に
わ
た
っ
て
ヒ
ュ
ー
ズ
と
面
談
し
説
得
に
努
め
た
が、合意を得るには至らなかった。とりわけ、一一度目の会談（’九一九年一一一月二五日）に際しては、カナダ首相ポーデン
の
あ
っ
せ
ん
も
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
全
権
委
員
セ
シ
ル
は
じ
め
、
英
自
治
領
の
委
員
ら
も
同
席
し
、
ポ
ー
デ
ン
か
ら
「
各
国
家
間
ノ
平
等
及
其
国
民
に
対
ス
ル
公
平
待
遇
ノ
主
義
ヲ
是
認
シ
」
と
い
う
妥
協
案
（
の
ち
に
四
月
二
日
に
日
本
が
提
出
し
た
案
と
同
趣
旨
の
も
の
）
が
提
議
さ
れ
、
他
の
自
治
領
の
委
員
が
同
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
独
り
絶
対
反
対
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
国
」
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
統
領
と
し
て
、
日
本
の
提
案
し
た
人
種
差
別
撤
廃
案
に
賛
成
す
る
こ
と
は
、
と
う
て
い
困
難
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
の
立
場
（
鳥
海
）
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前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
民
的
期
待
も
空
し
く
、
日
本
の
提
案
し
た
人
種
差
別
撤
廃
案
は
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
日
本
国
内
で
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
民
間
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
激
し
い
非
難
が
お
こ
り
、
人
種
差
別
禁
止
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
日
本
は
講
和
会
議
か
ら
代
表
を
引
き
あ
げ
、
国
際
連
盟
へ
の
加
盟
も
見
合
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
強
硬
論
が
か
な
り
強
か
っ
た
。
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
日
本
の
最
初
の
提
案
が
否
決
さ
れ
た
直
後
、
国
際
連
盟
が
英
米
二
大
国
の
意
の
ま
ま
に
な
っ
て
小
国
が
圧
迫
さ
れ
る
危
険
性
を
指
摘
し
て
、
「
平
和
撹
乱
の
大
基
礎
た
る
人
種
差
別
撤
廃
に
応
ぜ
ず
、
東
洋
其
他
有
色
人
種
排
斥
の
主
義
を
固
執
せ
る
は
、
以
て
其
非
違
（
小
国
に
対
す
る
圧
迫
）
を
遂
げ
ず
と
い
（妬）
ふ
の
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
證
す
る
に
あ
ら
ず
や
」
と
、
英
米
両
国
に
非
難
を
浴
び
せ
か
け
て
い
る
。
また、差別撤廃の貫徹が困難だという見通しが深まりつつあった一九一九（大正八）年一一一月二一一一日、立憲政友会の長老
政
治
家
杉
田
定
一
を
座
長
と
し
て
東
京
で
開
か
れ
た
人
種
差
別
撤
廃
期
成
同
盟
会
第
二
回
大
会
で
は
、
「
日
本
国
民
は
人
種
的
差
別
撤
廃
を
基
（師）
礎
と
せ
ざ
る
国
際
聯
盟
に
反
対
す
」
と
い
う
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は
こ
の
よ
う
な
強
硬
論
に
同
調
せ
ず
、
あ
く
ま
で
欧
米
協
調
主
義
的
対
応
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
外
交
調
査
会
に
結局ヒューズは、「日本ノ代表者ノ主張二対シテハ同情ナキニ非ザルモ、濠洲輿論ノ代表者タル余ノ立場トシテハ撤頭
徹尾反対ノ態度二出ツルノ外ナシ。要スル一一本提案ハ措辞行文ノ問題二非ス、其背後二潜伏スル思想自体ハ濠洲人百中九
十五人ノ挙ケテ排斥スル所ナリ」と強調し、「諸君ノ行動ハ自由也、余ハ余ノ本領ヲ守ルノミ」と言い放って途中で退席
（狐）
したため、〈云談はお流れに終ったという。
講
和
会
議
で
、
国
際
連
盟
加
盟
権
の
獲
得
、
人
種
差
別
撤
廃
案
の
拒
絶
な
ど
数
々
の
成
果
を
獲
ち
取
っ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
帰
国
し
て
国
民
の
熱
狂
的
歓
迎
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
け
る
議
会
下
院
の
演
説
（
当
時
、
国
会
議
事
堂
は
メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
っ
た
）
の
中
で
、
「我々が達成した最大のもの」として白濠主義に言及し、「オーストラリアは安全だ（シロの可呂ロ』のの四｛の）」とその成果を
（胴）
高
ら
か
に
》
つ
た
い
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
四
欧
米
協
調
主
義
と
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ロ
ー
主
義
法
政
史
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も
と
よ
り
原
の
立
場
と
し
て
、
講
和
会
議
脱
退
・
連
盟
不
参
加
と
い
う
よ
う
な
強
硬
論
に
与
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
も
し
そ
う
し
た
行
動
に
出
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
、
英
米
協
調
と
い
う
明
治
初
年
以
来
の
伝
統
的
な
外
交
路
線
の
全
面
的
方
向
転
換
を
も
た
ら
し
、
日
本
が
国
際
的
に
孤
立
化
す
る
危
険
性
を
十
分
に
は
ら
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
国
力
や
国
際
的
立
場
に
つ
い
て
冷
静
に
判
断
す
る
な
ら
ば
、
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ロ
ー
主
義
的
な
対
英
米
対
決
の
路
線
が
現
実
的
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た。 また、最終的に日本の提案の不採択が決まり、国内に不満と反発の声が高まりつつある中で、「人種差別問題に関し、
有
志
会
合
に
て
先
頃
決
定
せ
し
と
云
ふ
決
議
文
を
持
て
委
員
ら
来
訪
に
付
、
内
田
外
相
と
共
に
面
会
、
其
意
見
を
聞
き
、
尚
ほ
彼
等
は
伊
国
の
会
議
を
去
り
た
る
事
に
付
、
日
本
が
国
際
聯
盟
脱
退
を
主
張
せ
ば
各
国
は
非
常
に
困
却
す
る
様
に
単
純
の
考
に
て
、
単
に
強
硬
の
み
を
主
張
す
る
に
因
り
、
余
は
左
様
に
単
純
な
る
も
の
に
非
ら
ざ
る
事
を
大
体
告
げ
た
り
」
と
、
原
は
、
強
硬
論
を
唱
え
る
民
間
有
志
代
表
を
軽
く
い
な
し
お
い
て
、
伊
東
巳
代
治
、
犬
養
毅
ら
が
、
軍
縮
問
題
な
ど
を
め
ぐ
る
国
際
連
盟
規
約
の
討
議
に
当
っ
て
、
牧
野
が
最
初
か
ら
こ
れ
に
同
調
的
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
発
言
を
繰
り
か
え
し
た
の
に
対
し
て
、
原
敬
首
相
は
職
責
上
当
然
と
は
い
え
、
「
同
男
〔
牧
野
〕
ノ
行
動
二
付
多
少
不
満
足
ノ
点
ア
ル
ペ
キ
モ
、
今
更
之
ヲ
窮
迫
ス
ル
モ
事
二
益
ナ
シ
。
牧
野
男
ノ
発
言
ガ
当
初
ヨ
リ
聯
盟
案
二
反
対
ノ
意
ヲ
表
シ
タ
ラ
ン
ー
ー
〔ママ〕
（犯）
ハ、我ハ帝国ハ聯盟以外二超脱スルコトトナリ、国際間ノ班列二除外セーフルルノ虞ナキニ非ズ」と、国際協調のためには
牧
野
の
言
動
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
終
始
こ
れ
を
支
援
す
る
姿
勢
を
取
り
続
け
た
。
’九一九（大正八）年三月一一一○日、外交調査会では人種差別撤廃案否決の場合の善後措置を討議したが、原はこの日の
日
記
に
、
「
此
案
は
到
底
我
提
案
通
り
可
決
を
見
る
の
見
込
な
き
も
、
之
が
為
め
に
聯
盟
を
脱
退
す
る
程
の
問
題
に
も
非
ず
、
結
果
行
は
ざ
る
も
、
現
状
よ
り
不
良
と
な
る
に
も
あ
ら
ざ
る
に
付
、
体
面
を
保
つ
こ
と
事
を
得
ば
可
な
り
と
云
ふ
事
は
、
伊
東
を
始
め
皆
な
同
感
な
り
」
と
冷
（羽）
静
に
記
し
て
い
る
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
は
国
の
実
利
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
体
面
の
問
題
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
世
界
の
大
国
と
の
関
係
を
損
ね
て
ま
で
、
無
理
押
し
を
す
る
積
り
は
な
か
っ
た
。
外
交
調
査
会
で
し
ば
し
ば
強
硬
論
を
唱
え
た
伊
東
ら
も
、
そ
の
点
は
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（Ⅲ）
ている。
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
日
本
の
立
場
（
鳥
海
）
￣
:＝．￣
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し
か
し
、
一
方
で
は
、
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
人
種
差
別
撤
廃
案
の
否
決
が
日
本
国
内
に
大
き
な
失
望
感
・
挫
折
感
を
生
み
出
し
、
そ
の
心
理
的
衝
撃
が
そ
の
後
の
国
民
感
情
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
点
も
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
期
待
感
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
失
望
感
・
挫
折
感
も
ま
た
小
さ
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
パ
リ
講
和
会
議
の
期
間
中
に
は
、
有
力
新
聞
の
中
で
は
比
較
的
穏
健
な
欧
米
協
調
主
義
的
論
調
を
展
開
し
て
い
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
も
、
全
権
団
の
帰
国
に
際
し
て
は
、
全
権
た
ち
の
欧
米
大
国
へ
の
妥
協
的
外
交
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
な
強
硬
な
主
張
を
述
べ
て
い
る
。
「
人
種
差
別
撤
廃
問
題
の
如
き
、
筍
く
も
世
界
永
遠
の
平
和
を
目
的
と
す
る
国
際
聯
盟
の
成
立
に
当
り
、
若
し
之
を
日
本
が
徹
底
的
に
主
こ
の
よ
う
に
、
原
内
閣
が
》
時
代
の
到
来
」
と
い
う
「
世
用
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
パ
叩
（い）
を一不している。
パ
リ
の
日
本
全
権
団
の
判
断
も
ま
た
同
じ
で
あ
っ
た
。
日
本
の
再
度
の
提
案
が
否
決
さ
れ
た
直
後
、
全
権
団
は
、
英
米
委
員
の
日
本
案
へ
の
反
対
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
同
情
的
な
報
告
を
日
本
政
府
宛
に
送
っ
て
い
る
。
「
英
米
側
ニ
ア
リ
テ
ハ
内
心
我
立
場
ヲ
諒
ト
シ
ナ
カ
ラ
、
各
自
其
ノ
国
情
ヲ
顧
慮
シ
、
表
面
上
反
対
ヲ
表
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
極
メ
テ
困
難
ノ
地
位
一
一
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ハ
、
会
ノ
席
上
二
於
ケ
ル
大
統
領
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
」
、
「
ハ
ウ
ス
」
大
佐
及
上
「
セ
シ
ル
」
卿
ノ
態
度
二
徴
シ
テ
（帆）
モ
之
ヲ
看
取
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
処
ニ
シ
テ
、
此
辺
ノ
事
情
ハ
本
件
全
体
ノ
成
行
ヲ
判
断
ス
ル
ニ
当
り
、
留
意
ス
ヘ
キ
事
情
卜
思
考
ス
」
日
本
は
国
際
連
盟
の
成
立
と
と
も
に
常
任
理
事
国
の
地
位
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
第
一
回
・
第
二
回
の
国
際
連
盟
総
会
に
お
い
て
、
原
内
閣
は
、
人
種
差
別
撤
廃
案
の
再
提
出
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、
連
盟
各
国
の
態
度
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
日
英
同
盟
改
訂
問
題
を
控
（化）
》
え
、
対
英
関
係
へ
の
配
慮
も
あ
っ
て
、
結
局
、
日
本
は
そ
の
提
出
を
断
念
し
た
。
一
九
一
二
（
大
正
一
○
）
年
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
へ
の
招
請
が
も
た
ら
さ
れ
た
時
、
原
内
閣
は
、
日
本
の
中
国
政
策
へ
の
列
国
の
介
入
に
警
戒
心
を
抱
き
な
が
ら
も
、
「
米
国
ト
ノ
円
満
親
善
ナ
ル
関
係
ヲ
保
持
ス
ル
コ
ト
ハ
帝
国
ノ
特
二
重
キ
ヲ
置
ク
所
」
と
す
る
立
場
か
ら
、
列
国
の
日
本
に
対
す
る
「
誤
解
謬
想
」
を
解
い
て
「
国
際
間
ノ
信
望
ヲ
増
進
ス
ル
好
機
」
と
み
て
、
こ
れ
に
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
勢
法
政
史
学
第
四
十
六
号
、
原
内
閣
が
推
進
し
た
欧
米
協
調
主
義
の
外
交
路
線
、
と
り
わ
け
対
米
協
調
政
策
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
後
の
「
国
際
協
力
の
と
い
う
「
世
界
の
大
勢
」
イ
メ
ー
ジ
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
幣
原
外
交
へ
受
け
継
が
れ
、
’
九
二
○
年
代
の
外
交
路
線
の
主
流
を
■■■■■■■■■■■■
四
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た
と
え
ば
、
大
川
周
明
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
史
を
動
か
す
根
本
要
因
を
、
社
会
主
義
革
命
（
「
革
命
欧
羅
巴
」
）
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
（
「
復
興
亜
細
亜
」
）
に
求
め
、
今
後
の
世
界
が
国
際
協
調
と
平
和
の
時
代
ど
こ
ろ
か
、
英
米
な
ど
既
成
の
大
国
を
中
心
と
し
た
国
際
秩
（相）
序
の
全
面
的
な
変
革
を
も
た
ら
す
大
動
乱
の
時
代
へ
の
突
入
す
る
こ
と
を
予
測
す
る
。
彼
の
見
方
か
壱
ｂ
す
れ
ば
、
人
種
差
別
撤
廃
を
拒
否
す
る
国
際
連
盟
は
、
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
を
平
和
や
人
道
の
美
名
の
も
と
に
抑
圧
し
、
ア
ン
グ
ロ
Ⅱ
サ
ク
ソ
ン
的
世
界
秩
序
の
現
状
維
持
を
は
か
る
与えることにもなった。
国際連盟は、アジアの□
た
め
の
組
織
に
す
ぎ
な
い
。
張
せ
ん
か
、
何
れ
の
国
と
錐
ど
も
公
然
反
対
の
理
由
あ
る
べ
き
に
非
ず
。
此
の
如
き
世
界
公
道
の
根
本
義
た
る
べ
き
提
案
に
、
正
義
人
道
を
高
唱
す
る
大
国
が
権
を
借
り
て
反
対
せ
ん
に
は
、
平
和
は
世
界
の
平
和
に
非
ず
し
て
一
一
、
三
大
国
の
平
和
の
み
。
聯
盟
は
国
際
聯
盟
に
（似）
非ずして諸大国の聯盟のみ。須く我国全権は快を払って自国の園〈論に従ふも可な》らずや」
パ
リ
講
和
会
議
に
お
い
て
、
日
本
は
、
｜
面
で
は
、
山
東
半
島
の
旧
ド
イ
ツ
権
益
の
継
承
の
要
求
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
欧
米
列
強
の
植
民
地
政
策
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
継
承
者
と
し
て
の
姿
勢
を
示
し
、
他
面
で
は
、
人
種
差
別
撤
退
要
求
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
白
人
大
国
に
対
抗
す
る
有
色
人
種
の
代
表
者
と
し
て
の
姿
勢
を
取
っ
た
。
そ
し
て
、
山
東
問
題
に
つ
い
て
は
強
硬
態
度
で
要
求
を
貫
徹
さ
せ
た
も
の
の
、
五
・
四
運
動
と
い
う
中
国
の
激
し
い
反
日
民
族
運
動
に
直
面
し
、
ま
た
、
講
和
会
議
に
お
け
る
民
族
自
決
主
義
は
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
広
汎
な
民
族
独
立
運
動
（
三
・
｜
運
動
）
を
呼
び
起
し
た
。
そ
し
て
、
人
種
差
別
撤
廃
案
の
否
決
は
、
日
本
が
一
方
で
ま
だ
欧
米
列
強
か
ら
対
等
で
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
、
と
受
け
と
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
心
理
的
衝
撃
が
も
た
ら
し
た
対
外
危
機
意
識
は
、
日
本
人
の
伝
統
的
な
ア
ジ
ア
主
義
的
心
情
を
刺
激
し
、
人
種
論
的
な
世
界
観
・
国
際
政
治
論
と
結
び
つ
い
て
、
一
九
二
○
年
代
の
主
流
を
な
す
協
調
外
交
路
線
に
正
面
か
ら
挑
戦
す
る
外
交
論
・
外
交
思
想
の
形
成
に
影
響
を
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
Ⅲ
本
の
Ⅸ
場
（
隅
海
）
「
蓋
し
国
際
聯
盟
が
如
何
な
る
修
辞
を
以
て
粉
飾
せ
ら
る
る
に
せ
よ
、
要
す
る
に
現
在
の
ま
ま
の
国
際
状
態
を
長
久
に
持
続
し
た
い
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
新
し
い
世
界
主
義
に
拠
っ
て
立
て
る
組
織
で
は
な
い
。
而
も
世
界
の
現
状
と
は
、
実
に
ア
ン
グ
ロ
Ⅱ
サ
キ
ソ
ン
の
世
界
制
覇
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故
国
際
聯
盟
は
、
所
詮
ア
ン
グ
ロ
Ⅱ
サ
キ
ソ
ン
を
し
て
長
久
に
世
界
の
最
優
越
者
た
ら
し
（川）
む
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
一
五
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運命であると強調する。
やがて、’九三○年代の「内外の危機」の深まりに直面して、日本は「世界の中の日本」（欧米協調主義）か「アジア
の盟主としての日本」（アジア・モンロー主義）か、選択の岐路に立たされることになるのである。
かくして、大川は、アジアの盟主日本とアングロⅡサクソン的世界秩序を代表するアメリカとの戦いを避け難い歴史的
（皿）吉野作造「我国の東方経営に関する三大問題」（『東方時論』第一一一巻一号六六～六七頁、大正七年一月）
（ｕ）前掲「第一一一回外交調査会会議筆記」（前掲『翠雨荘日記』’’一○八’三一○頁）大正七年一一月一九日
（４）外務省編「日本外交文書。巴里講和会議経過概要』（大正期第二十一一一冊）四五一一一～四六三頁所収、外務省、一九七一年
（
５
）
「
第
二
回
外
交
調
査
会
会
議
筆
記
」
（
小
林
龍
夫
編
『
翠
雨
荘
日
記
ｌ
伊
東
家
文
書
」
’
’
八
六
頁
原
書
房
、
’
九
六
六
年
．
な
お
、
引
用
史
料
中
の
句
読
点
は
鳥
海
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
（
６
）
牧
野
が
全
権
に
選
ば
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
編
『
外
務
省
の
百
年
』
上
（
七
○
七
～
七
○
八
頁
）
、
牧
野
伸
顕
『
回
顧
録
』
下
（
’
七
○
～一七三頁、中公文庫）参照。首席全権は西園寺公望であったが、彼がパリに到着したのは講和会議がはじまってから約一月半
を経た三月一一日であり、全権団の実質的な中心となったのは牧野であった。
（７）「牧野男爵ノ外交意見」（「第五回外交調査会会議筆記」、前掲『翠雨荘日記』三一一一一一一～一一一一一一四頁）
（
８
）
前
掲
『
外
務
省
の
百
年
』
上
七
○
九
～
七
一
○
頁
（９）前掲、吉野作造「世界の大主潮とその順応策及び対応策」。なお、第一次世界大戦後の吉野作造の国際協調論については、鳥
海靖「東と西の狭間で」（井上光貞ほか編『日本列島の文化史』〔『講座比較文化』第一巻〕研究社、一九七六年）二六一一～一一六
言百丁注
、-ノ館=〆、=ノ
法
政
史
学
第
四
十
六
号
八
頁
、
参
照
。
年
、=ノ
陸
奥
宗
光
『
空
々
録
』
四
四
～
四
五
頁
、
岩
波
文
庫
吉野作造「世界の大主潮とその順応策及び対応策」（『中央公論』大正八年一月、『吉野作造評論集』’四四頁、岩波文庫）
池
井
優
「
パ
リ
平
和
会
議
と
人
種
差
別
撤
廃
問
題
」
（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
日
本
外
交
史
研
究
Ｉ
第
一
次
世
界
大
戦
』
有
斐
閣
一
九
六
三
’一ハ
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（
旧
）
佐
藤
鋼
次
郎
「
国
防
上
よ
り
見
た
る
国
際
聯
盟
」
（
『
東
方
時
論
』
第
四
巻
一
号
五
～
’
二
頁
、
大
正
八
年
一
月
）
（卯）『東京朝日新聞』大正八年二月七日。なお、同紙によれば出席者の中に、外務次官幣原喜重郎の名が見えるが、他の新聞には
幣
原
の
名
は
な
い
。
幣
原
の
伝
記
そ
の
他
に
も
、
彼
が
出
席
し
た
と
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
種
の
会
合
に
現
職
の
外
務
次
官
が
出
席
す
る
の
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
あ
り
、
東
京
朝
日
新
聞
の
報
道
が
正
確
で
あ
る
か
否
か
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
（
Ⅲ
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
八
年
二
月
七
日
（皿）『東京朝日新聞』大正七年一二月一○日社説「講和の根本方針」
（閉）『東京日日新聞』大正七年一二日一○日社説「講和使節を送る」
（皿）同右、大正八年二月五日社説「人種的差別撤廃１１排日熱の勃興」
（妬）同右、大正八年三月一一一一日社説「聯盟問題を後日に譲れ」
（肥）前掲『日本外交文書・巴里講和会議経過概要』（大正期第一一十二冊）二○一一一頁
（”）同右書一一○三～一一○七頁
（
肥
）
同
右
書
六
○
七
～
六
一
二
頁
（皿）前掲「第五回外交調査会会議筆記」（前掲「翠雨荘日記』一一一一一一七～一一一三九頁）大正七年一一一月八日
（旧）たとえば、後年、伊東は新聞記者に次のように憲法調査当時の思い出を語っている。「当時の欧州人は日本が憲法を制定せん
い
間
とすと聞き、何も怪異の感を以て之を迎へたるの観あり。（中略）公然面と向ってこそ一一一一口はれど、内心には憲法政治なるもの
は
、
ラ
テ
ン
民
族
・
ス
ラ
ヴ
民
族
等
に
於
て
す
ら
円
満
に
運
用
し
能
は
ざ
る
寧
ろ
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
固
有
の
制
度
と
も
称
す
べ
き
も
の
な
る
に
、
全
く歴史慣習を異にせる東洋人が之を模したりとて、如何で之を運用するを得んや、と云ふが如き廟笑的意見を有し居たりしが如
し」（「伊東巳代治談・憲法制定回顧」、『東京朝日新聞』大正二年二月一一日）
（ｕ）『ペルッの日記』’九○三年一月一九日の条（岩波文庫『ベルッの日記』上一一一六七～一一一六八頁）
（旧）近衛文麿「英米本位の平和主義を排す」（『日本及日本人』七四六号一一一一一～二六頁、大正七年一一一月一五日）
（
旧
）
矢
部
貞
治
『
近
衛
丈
麿
』
上
七
六
～
八
三
頁
（
Ⅳ
）
岡
義
武
『
近
衛
文
麿
』
一
三
～
’
四
頁
、
岩
波
新
書
（旧）「民間各協会有志より伊東巳代治に差出した講和意見書」大正七年一二月七日、総代海軍中将上泉徳弥（前掲『翠雨荘日記』
パリ講和会議における日本の立場（鳥海）
七
八
五
～
七
八
九
頁
）
一
七
Hosei University Repository
（
妃
）
前
掲
海
野
芳
郎
『
国
際
連
盟
と
日
本
』
三
五
～
’
’
’
七
頁
（
岨
）
「
華
府
会
議
全
権
に
対
す
る
政
府
の
総
括
的
訓
令
」
’
九
一
一
一
（
大
正
一
○
）
年
一
○
月
一
三
日
閣
議
決
定
、
同
一
○
月
一
四
日
全
権
へ
交
付
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
竝
主
要
文
書
’
一
八
四
○
～
一
九
四
五
」
上
五
二
九
～
五
三
○
頁
、
原
書
一
房
二
九
六
五
年
）
（
ｕ
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
八
年
八
月
二
五
日
社
説
「
西
園
寺
侯
帰
朝
ｌ
予
期
か
案
外
か
」
（妬）大川周明「復興亜細亜の諸問題』一九一一一一年（『大川周明全集』第一一巻八～二一一一頁、岩崎書店、一九六一一年）
（
妬
）
大
川
周
明
『
亜
細
亜
・
欧
羅
巴
・
日
本
」
’
九
二
五
年
（
『
大
川
周
明
全
集
』
第
一
一
巻
八
六
七
頁
、
岩
崎
書
店
、
’
九
六
二
年
）
（
別
）
前
掲
『
外
務
省
の
百
年
』
上
七
二
二
頁
（
釦
）
牧
野
伸
顕
『
回
顧
録
』
下
二
○
四
～
二
○
五
頁
、
中
公
文
庫
（
別
）
海
野
芳
郎
『
国
際
連
盟
と
日
本
』
原
書
一
房
、
’
九
七
二
年
（
肥
）
北
大
路
弘
信
・
北
大
路
百
合
子
『
オ
セ
ア
ニ
ア
現
代
史
』
一
四
一
頁
、
山
川
出
版
社
、
’
九
八
二
年
（調）同右書一一一一七～’四一一一頁。三目日ロ、○］日穴・少のす。１国】ｍ－ｏｑ・扁少口、可四｝】四（囚の二ｍ＆固日←】・ロ）勺勺・召②～口巨．ｚの三
＆・島》三のご←の門口・・戸」の＄
（
弧
）
外
務
省
編
「
人
種
差
別
撤
廃
交
渉
経
過
概
要
」
白
日
本
外
交
文
書
・
巴
里
講
和
会
議
経
過
概
要
」
四
五
七
～
四
五
八
頁
）
（妬）Ｑ〕ヨョ。。このｐ二用占言ョ§日ｑＤ８Ｂ①の四・口、の・馬、の日の、のロー昌言の、．Ｂの①←の日すの二℃」Ｐごｏ］、Ｐ勺勺」巴、のｌ『①句・
【・○円○三の］〈＆〉・三○ｇの『ロシロの一日］』巴ｐＣｏ２日のロ←叩く○三」ｇ」ｌ」の窒勺勺・富車上ロロ三の）す。■『ロの．』①呂）
（
稲
）
『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
八
年
二
月
一
八
日
社
説
「
国
際
聯
盟
規
約
Ｉ
平
和
神
の
不
完
全
な
る
骨
格
成
立
」
（
師
）
同
右
、
大
正
八
年
三
月
二
四
日
（
胡
）
「
第
十
回
外
交
調
査
会
会
議
筆
記
」
（
前
掲
『
翠
雨
荘
日
記
」
四
一
一
四
頁
）
大
正
八
年
二
月
一
一
一
一
日
（
的
）
『
原
敬
日
記
』
第
五
巻
大
正
八
年
一
一
一
月
三
○
日
の
条
（
福
村
出
版
）
（
蛆
）
同
右
書
、
大
正
八
年
五
月
一
日
の
条
（
似
）
「
国
際
連
盟
委
員
会
最
終
会
合
（
四
月
十
一
日
）
一
一
於
ケ
ル
人
種
差
別
撤
廃
問
題
」
（
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
・
巴
里
講
和
会
議
経
過
概
要
』
六
一
二
法
政
史
学
第
四
十
六
号
頁
、=ノ
￣
八
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